（一社）愛媛県バスケットボール協会　審判委員会
審判委員長　様
審判講習会　参加報告書
令和　３　年　１　月　２４　日
報告者　　　前田　周二　　
　この度参加しました、審判講習会について報告します。
なお、この報告書が、審判委員会ホームページ等に掲載されることを了承します。
	講習会名
（大会名）
	SoftBank ウインターカップ 2021　第74回 全国高等学校バスケットボール選手権大会

	参加者
（報告者）
	　(報告者)　前田　周二　　（所属カテゴリー）U１８高体連

	期　日
	　　　　R３年１２月２３日　から　R３年１２月２４日

	会　場
	東京体育館 / 駒沢オリンピック公園総合運動場体育館

	講　師
	平原　勇次

	参加者
	佐田　明美、笹井　彪我

	報告

	　女子１回戦　星槎国際高等学校湘南(神奈川)　対　県立新潟中央高等学校(新潟)

試合期日　１２月２３日（木） 試合会場　駒沢オリンピック公園総合運動場体育館
　CC：佐田　明美　U１：前田　周二　U２：笹井　彪我
試合内容としては、立ち上がりは星槎が大差でリードを奪ったものの、２Q以降新潟中央がインサイドのプレーを確実に決めて徐々に差を詰め、４Q３分を切るまで同点という接戦の好ゲームであった。結果は新潟中央が最後５点リードを奪い、そのまま押し切る形で勝利したゲームとなった。
一試合通して３人で協力してゲームをコントロールし、ファウルについては見逃すことなくスムーズに判定もできていたとの講評であった。特にAOSについて、よく判定することができており、悩むようなシーンもAOSとしてフリースローにしたケースはよかった点であると評価していただいた。一方で、トラベリングの整理をもっとしていく必要性を指摘された。ゼロステップからクロスドライブに持ち込んでいるケースはトラベリングではないという判定をもっと磨かなければならないとのご指導であった。トラベリングについては神経質になりすぎている部分が全体としてよく見られるケースだが、本当にトラベリングなのかどうかをしっかり見極めることを、映像等を活用してもっと判定力を上げる必要性を指導していただいた。

	所感
	　今回のウィンターカップではコロナ禍ということもあり、指導・講評は短時間であったが、多くの事を学ぶ事ができた。特にトラベリング、AOS、プロテクトシューター・FULについては、私自身もっともっと判定力を上げていかなければならないと感じた。また、センターからの判定の難しさとポジション・アジャストの重要性を学ぶ事ができたので、一歩動いてよりいいアングル・ディスタンスを求める事を実践していきたいと感じた。
　コロナ禍であるにもかかわらず、多くの方々の支えと協力によってこのような素晴らしい大会に参加させていただき、心から感謝いたします。この経験を県内でのレフリー活動の中で最大限生かすことで、今後もより意味のある講習会であったと言えるよう努力していきたいと思います。本当にありがとうございました。


· 原文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
